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データ主導の業界では、データベースに保存されるデータの高可用性の確保と迅速な復旧が不可欠
であり、そのためには、ディザスタリカバリ (DR) 戦略の重要性を理解し、災害発生時にデータベー
スを迅速に復旧できる堅牢なソリューションを構築しなければなりません。Amazon Web Services 
(AWS) クラウドの Amazon Relational Database Service (Amazon RDS) では、さまざまな DR オプ
ションを利用できます。

このガイドでは、Amazon RDS で稼働する Oracle および Microsoft SQL Server (いずれも標準エ
ディション) の DR オプションに焦点を当てています。アクティブ/アクティブ DR シナリオとアク
ティブ/パッシブ DR シナリオの両方を取り上げ、各オプションの利点と制限について説明します。
また、どうすれば DR プランを組織固有のニーズに合うよう調整できるかを理解するのに有用な例と
ケーススタディも提示します。

標準エディションデータベースエンジンの範囲

Oracle および SQL Server データベースエンジンの標準エディションは、既知のコスト効率や基本的
なユースケースが利点とされ、お客様環境に広く導入されています。エンタープライズエディショ
ンと比較すると、スタンダードエディションでは、基本的なデータベースワークロードを実行できる
よう、必要最小限の機能が提供されています。標準エディションの利用可能な制限付き機能を使用し
て、ワークロードを管理している場合、その理由は、手頃なライセンスコストにあるでしょう。デー
タベースワークロードをクラウドに移行している場合は、自社のユースケースを標準エディションの
バージョンに適合させるとコスト削減が可能かを評価する良い機会です。

そのような要因から、クラウド内の標準エディションデータベースワークロードの範囲がかなり拡
大しており、レジリエンス強化のために AWS リージョン 全体をカバーするディザスタリカバリソ
リューションが求められています。

標準エディションデータベースエンジンの範囲 1
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目的
ディザスタリカバリ (DR) ソリューションを実装し、データ復旧が可能になると、ビジネス上、次の
利点を得られます。

• 高いレジリエンスおよび耐久性 – データベースに強力な DR ソリューションを導入すると、デー
タの複数のコピーが 24 時間 365 日利用可能になります。これにより、データの可用性が最大化さ
れ、データおよびシステムの耐久性も高まります。

• 定義済みの RPO および RTO – ビジネス内のどのシステムにも、データの重要度や、消失データ
の再現のしやすさに基づいて、目標復旧時点 (RPO) と目標復旧時間 (RTO) を個別に設定すること
になりますが、さまざまな DR ソリューションが利用可能なため、自社システムの定義済み RPO 
および RTO に最適なソリューションを実装できます。

• ビジネス継続性 – DR 計画は、組織のビジネス継続性プラン (BCP) のサブセットとして立てる必
要があります。データベースだけでなくアプリケーションの一部として機能する他のシステムに
も、適切な DR 戦略を採用すると、災害が発生時した際に、アベイラビリティーゾーンや AWS 
リージョン をまたいで事業を継続できます。

• コストの最適化および効率化 – Oracle および SQL Server の標準エディション向けに厳選された
これらの DR ソリューションを実装すると、費用対効果の高いレプリケーションツール、クラウド
ネイティブサービス、最適化されたストレージオプションなどを慎重に評価し使用することで、優
れたコスト効率を実現できます。これにより、DR 要件を満たしながら、関連するインフラストラ
クチャおよび運用のコストを最小化することが可能です。信頼性に優れ最適化された DR 運用を実
装すると同時に、リソース使用率の最大化とコストの最小化も実現できるのです。
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DR サイトと一般的な Amazon RDS DR 戦略

ディザスタリカバリ (DR) サイトとは、プライマリサイトが災害の影響を受けた場合に、ビジネスク
リティカルな IT インフラストラクチャおよびアプリケーションを復元するために組織が使用するセ
カンダリロケーションを意味します。DR サイトは、多くの場合、遠隔地に構築し、これによって、
災害によるメインサイトへの影響がセカンダリサイトに及ばないようにします。AWS 内で利用可能
な DR サイトは、大まかに、近距離 DR と遠距離 DR に分類できます。

• 近距離 DR は、一般的に、リージョン内ディザスタリカバリと呼ばれます。アベイラビリティー
ゾーン間に設定する DR ソリューションであり、アベイラビリティーゾーンで障害や計画済みメン
テナンスが発生した場合にシステムを保護することを目的としています。

• 遠距離 DR は、一般的に、クロスリージョンディザスタリカバリと呼ばれます。AWS リージョン 
リージョンをまたいで設定するソリューションであり、これによって、リージョン全体の停止から
システムを保護したり、スイッチオーバーを実行してコンプライアンスポリシーに準拠したりでき
ます。

同期 DR

同期 DR では、プライマリサイトで新規作成または更新されたデータが、それと同じタイミングで 
DR サイトにレプリケートされます。標準エディションデータベースの同期 DR ソリューションを実
現する場合には、マルチ AZ 配置を使用できます。

マルチ AZ 配置 (近距離 DR) は、AWS が管理する近距離 DR ソリューションであり、これによっ
て、同じリージョン内にある別のアベイラビリティーゾーンのスタンバイインスタンスに、RDS 
データベースを同期的にレプリケーションします。アベイラビリティーゾーンレベルで障害が発生
し、プライマリデータベースが利用できなくなった場合、AWS 側で、スタンバイデータベースをプ
ライマリロールに自動的に昇格させます。これにより、データ損失とダウンタイムを最小限に抑えら
れます。ただし、マルチ AZ 配置を導入しても、リージョンレベルの障害からは保護を行えません。
その点にご注意ください。また、AWS クラウド 外での DR 機能も利用できません。

非同期 DR オプション

非同期 DR では、プライマリで変更が生じた際、それと同時にはレプリケーションが実行されず、目
標復旧時点によって定義した間隔でのみデータがレプリケートされます。非同期 DR ソリューション
の実装には、次のオプションを使用できます。

同期 DR 3
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• AWS Backup を使用した自動スナップショット管理 – AWS Backup は、フルマネージドのバック
アップサービスであり、これを利用すると、ポイントインタイムリカバリ (PITR) 設定に基づいて 
Amazon RDS データベースのバックアップとリカバリを自動化できます。AWS Backup により、
スナップショットの作成に加え、バックアップスケジュール、保持ポリシー、バックアッププラン
の作成を行うことで、誤ったデータの削除および破損や、ハードウェアの障害などから保護できま
す。データベースは、同じ AWS リージョン または別のリージョン内の新しい RDS インスタンス
に復元可能です。

AWS Backup はアクティブ/パッシブ DR オプションです。プライマリデータベースに障害が発生
した場合、復元プロセスを手動で開始する必要があるからです。AWS Backup をマルチ AZ 配置と
共に使用し、同期および非同期ソリューションを組み合わせると、データ損失からの保護をさらに
強化できます。

• Amazon RDS PITR スナップショットレプリケーション – RDS スナップショットは、手動の DR 
オプションです。RDS データベースインスタンスのポイントインタイムスナップショット設定
を定義すると、スナップショットが Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) に保存されま
す。その後、クロスリージョンレプリケーションを有効にでき、これによって、プライマリデータ
ベースから別リージョンのスタンバイデータベースに変更がレプリケートされます。

Amazon RDS PITR スナップショットレプリケーションは、アクティブ/パッシブ DR オプション
です。なぜなら、元のプライマリデータベースに障害が発生した場合は、手動で復元プロセスを開
始して、スタンバイデータベースをプライマリロールに昇格させる必要があるからです。ただし、
このオプションは、マルチ AZ 配置よりも柔軟性が高く、リージョンレベルの障害から保護するた
めにも使用できます。

非同期 DR オプション 4
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Amazon RDS 標準エディションのクロスリージョン DR ソ
リューションを設計する
標準エディションのディザスタリカバリ機能として、次のクロスリージョンオプションが用意されて
います。

• を使用した自動スナップショット AWS Backup

• Amazon RDS ポイントインタイムリカバリ (PITR) スナップショットレプリケーション

• ネイティブでのトランザクションログバックアップおよびレプリケーション

• AWS Database Migration Service (AWS DMS)

クロスリージョン DR ソリューションの設計中には、目標復旧時間 (RTO) と目標復旧時点 (RPO) の
要件および予算を把握することがきわめて重要です。同期と非同期の DR 戦略およびオプションを組
み合わせて設定すると、RPO を最小限に抑えられます。ただし、これによりインフラストラクチャ
のコストが増加します。

Amazon RDS の標準エディションには、同期レプリケーションオプションがないため、ほぼゼロの 
RPO を実現することは困難です。ただし、 はさまざまな費用対効果の高いオプションを使用するこ
とで、競争力のある RPO を提供 AWS できます。

次の表は、DR ソリューションと、各ライセンスモデルにおけるそれらの可用性をまとめたもので、
総合的にご覧いただくために、エンタープライズエディションの情報も示しています。

• Amazon RDS for Microsoft SQL Server 標準エディション (SE)

• Amazon RDS for Oracle 標準エディション 2 (SE2)

• Amazon RDS for Oracle および Amazon RDS for SQL Server のエンタープライズエディション 
(EE)

RDS for SQL Server RDS for Oracle解決策 DR サイトの
範囲

SE EE SE2 EE

マルチ AZ デ
プロイ

リージョン内 はい はい はい はい
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マウントまた
は読み取り専
用レプリカの 
昇格

リージョン
内、クロス
リージョン

いいえ はい いいえ はい

を使用した
自動スナッ
プショット 
AWS Backup

リージョン
内、クロス
リージョン

はい はい はい はい

Amazon RDS 
PITR スナッ
プショットレ 
プリケーショ
ン

リージョン
内、クロス
リージョン

はい はい はい はい

ネイティブで
のトランザク
ションログバ 
ックアップ
およびレプリ
ケーション

リージョン
内、クロス
リージョン

はい はい 該当しません 該当しません

AWS DMS リージョン
内、クロス
リージョン

はい はい はい はい

以下のセクションでは、標準エディションのクロスリージョンディザスタリカバリに使用可能なオプ
ションについて説明します。

Amazon RDS PITR スナップショットレプリケーション

Amazon RDS データベースインスタンスは、スナップショットとトランザクションログを AWS 
リージョン 任意の宛先にレプリケートするように設定できます。DB インスタンスのバックアップレ
プリケーション設定が終わると、Amazon RDS では、DB インスタンスでスナップショットとトラン
ザクションログの準備が整い次第、それらのリージョン間コピーが開始されます。

RDS PITR スナップショットレプリケーション 6
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次の図は、Amazon RDS がスナップショットとトランザクションログの自動転送を容易に AWS 
リージョン し、プライマリ Amazon RDS インスタンスの設定で設定されたpoint-in-timeリカバリ 
(PITR) 要件を維持する方法を示しています。スナップショットは、プライマリリージョンからセカ
ンダリリージョンにコピーされ、ログは、プライマリリージョンの S3 バケットに保存された後、セ
カンダリリージョンの S3 バケットにコピーされます。

1. トランザクションログまたは REDO ログ

Amazon RDS PITR スナップショットレプリケーションは非同期レプリケーションに基づいて動作す
るため、RPO の下限値はやや長め (5～30 分) に設定されています。ただし、RPO の時間は、REDO 
ログやトランザクションログの生成時間とネットワーク転送時間によって異なります。

クロスリージョン Amazon RDS PITR スナップショットレプリケーションバックアップ戦略の目標
復旧時間 (RTO) は、スナップショットの復元時間と、アーカイブした REDO またはトランザクショ
ンログを適用してデータベースを特定の時点に復元するまでの時間を基に決まるものであり、このプ
ロセスには、最大数時間かかる場合があります。

この戦略の利点の 1 つは、管理を任せられることです。また、追加のインフラストラクチャが不要
なため、コスト効率も高くなります。

クロスリージョン Amazon RDS PITR スナップショットレプリケーションは、 AWS リージョン間で
の可用性が制限されています。DR リージョンの選択時には、可用性を必ずご確認ください。

RDS PITR スナップショットレプリケーション 7
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を使用した自動スナップショット AWS Backup

AWS Backup は、データ保護を 全体で一元化および自動化します AWS のサービス。 AWS Backup 
は、大規模なデータ保護のためのフルマネージド型のポリシーベースのサービスです。規制コンプラ
イアンス義務、データ保護上のビジネスポリシー、事業継続目標などに対応するためのユースケース
に最適です。

次の図は、 AWS Backup プランとバックアップボールトを使用して、スケジュールされた間隔で 
Amazon RDS インスタンスのスナップショットを作成し、そのスナップショットを DR リージョン
にコピーする方法を示しています。

1. スナップショット復元ポイント

AWS Backup では継続的なレプリケーションが有効になっていないため AWS リージョン、目標復
旧時点 (RPO) が拡張されます。RPO は、どれくらい頻繁に、プライマリデータベースでスナップ
ショット (バックアッププランで定義) を作成し、スタンバイリージョンにコピーするかによって決
まります。その理由は、これがスナップショットベースのソリューションであり、RPO と目標復旧
時間 (RTO) が、スナップショットの頻度と復元時間によって決まることにあります。復旧時間は一
定ではなく、データベースのサイズに応じて最大 2 時間になる場合があります。

を使用した自動スナップショット AWS Backup 8

https://docs.aws.amazon.com/aws-backup/latest/devguide/whatisbackup.html
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を使用する主な利点 AWS Backup は、自動バックアップスケジュールと保持管理です。これによ
り、1 か月に一度や一定の頻度でバックアップを取るといった、特定の要件に対応できます。

AWS Backup サービスバックアップボールトからスナップショットを復元することによるフェイ
ルオーバーは手動であり、アプリケーションに対して透過的ではありません。そのため、スナップ
ショットを新しい RDS インスタンスとしてスタンバイリージョンに復元後、アプリケーションの接
続設定を変更する必要があります。

ネイティブでのトランザクションログバックアップおよびレプリ
ケーション
Amazon RDS for SQL Server では、トランザクションログを定期的にバックアップでき、 AWS マ
ネージド Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) バケット内のトランザクションログバック
アップへのアクセスを提供します。この機能により、こうしたトランザクションログファイルにアク
セスして、自分自身のアカウントの S3 バケットにそれらをコピーできます。

このアプローチを取ると、Amazon RDS for SQL Server 標準エディションで目標復旧時点 (RPO) 
が最も低いクロスリージョンディザスタリカバリソリューションが実現します。ソリューションの
概要および詳細な手順については、ブログ記事「Implement Amazon RDS for SQL Server Standard 
edition cross-Region disaster recovery using access to transaction log backups feature」の解説をご
覧ください。

このソリューションでは、ログのコピーを使用してリージョン間でレプリケーションを継続的に行え
るため、RPO を最小化できます。ただし、RPO は、トランザクションログの生成時間とネットワー
ク転送時間によって異なります。

このソリューションに関連するコストは高くなります。DR の Amazon RDS for SQL Server インス
タンスを常に稼働させる必要があるからです。さらに、Amazon RDS for SQL Server の追跡インス
タンスも必要になります。

フェイルオーバーは、手動での操作であり、アプリケーション側から見て透過的には実行されませ
ん。そのため、フェイルオーバー後、アプリケーション接続設定や DNS 値を変更する必要がありま
す。

AWS DMS
AWS Database Migration Service (AWS DMS) はデータの継続的なレプリケーションを提供し、
ソースデータベースとターゲットデータベースの同期を維持します。DR オプション AWS DMS と
して を使用すると、最小限の目標復旧時点 (RPO) で同期レプリケーションを確立できます。ただ

ネイティブでのトランザクションログバックアップ 9

https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/Welcome.html
https://aws.amazon.com/about-aws/whats-new/2022/11/amazon-rds-sql-server-supports-access-transaction-log-backups/
https://aws.amazon.com/about-aws/whats-new/2022/11/amazon-rds-sql-server-supports-access-transaction-log-backups/
https://aws.amazon.com/blogs/database/implement-amazon-rds-for-sql-server-standard-edition-cross-region-disaster-recovery-using-access-to-transaction-log-backups-feature/
https://aws.amazon.com/blogs/database/implement-amazon-rds-for-sql-server-standard-edition-cross-region-disaster-recovery-using-access-to-transaction-log-backups-feature/
https://docs.aws.amazon.com/dms/latest/userguide/Welcome.html
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し、RPO は、REDO またはトランザクションログの生成時間とネットワーク転送時間によって異な
ります。

次の図は、 AWS DMSを使用して、プライマリリージョンからスタンバイリージョンに、継続的に
データをレプリケーションしている状況を示しています。

1. プライマリリージョンのデータは、Amazon RDS DB インスタンスから AWS DMSにコピーされ
ます。

2. プライマリリージョンの Amazon RDS データベースでは、マルチ AZ 配置も使用します。

3. から AWS DMS、データはセカンダリリージョンのスタンバイ Amazon RDS データベースにロー
ドされます。

DR オプション AWS DMS として を選択するときは、次の考慮事項に注意してください。

• このソリューションにはコストがかかります。関連するコストは、主に、選択するレプリケーショ
ンインスタンスタイプと割り当てるストレージによって異なります。また、データ転送にも少額の
コストがかかります。

• AWS DMS は、限られた量のデータ定義言語 (DDL) ステートメントのみをレプリケートします。 
は、インデックス、ユーザー、権限、ストア AWS DMS ドプロシージャ、テーブルデータに直接
関係しないその他のデータベースの変更などの項目を伝達しません。

• DR ソリューション AWS DMS としてデプロイする前に、関連するデータ型を検討してくださ
い。一部のデータ型には制限 AWS DMS があります。また、プライマリ RDS DB インスタンスで
発生するトランザクションの種類も考慮します。詳細については、 AWS DMS ドキュメントを参
照してください。

AWS DMS 10

https://docs.aws.amazon.com/dms/latest/userguide/CHAP_Reference.DataTypes.html
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• のソースとして Oracle を使用する場合の制限 AWS DMS

• SQL Server を のソースとして使用する場合の制限 AWS DMS

• のターゲットとしての Oracle の制限 AWS DMS

• のターゲットとしての SQL Server の使用に関する制限 AWS DMS

• スキーマの変更には、継続的なメンテナンスが必要です。

• を使用したフェイルオーバー AWS DMS は手動であり、透過的ではありません。フェイルオー
バー後、アプリケーション接続設定を変更する必要があります。

AWS DMS 11

https://docs.aws.amazon.com/dms/latest/userguide/CHAP_Source.Oracle.html#CHAP_Source.Oracle.Limitations
https://docs.aws.amazon.com/dms/latest/userguide/CHAP_Source.SQLServer.html#CHAP_Source.SQLServer.Limitations
https://docs.aws.amazon.com/dms/latest/userguide/CHAP_Target.Oracle.html#CHAP_Target.Oracle.Limitations.html
https://docs.aws.amazon.com/dms/latest/userguide/CHAP_Target.SQLServer.html#CHAP_Target.SQLServer.Limitations
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DR ソリューション決定のためのマトリックス
次の表を使用して、Amazon RDS for Oracle および SQL Server のディザスタリカバリオプションに
用意されている RPO、RTO、ライセンス、その他の機能を確認し、ビジネス要件に最適なソリュー
ションを特定します。

機能 RPO (概
算)

RTO (概
算)

ライセン
ス

読み取り
可能なス
タンバイ

自動フェ
イルオー
バー

フェイル
オーバー
における
エンドポ
イント変
更

セット
アップお
よびメン
テナンス
の複雑さ

マルチ 
AZ デプ
ロイ

(リージョ
ン内)

0 1～2 分 SE、SE2、EEなし あり いいえ 低

Amazon 
RDS 
PITR ス
ナップ
ショッ
トレプリ
ケーショ
ン (クロ
スリー
ジョン)

25 分 時間 SE、SE2、EEなし なし あり 低

AWS 
Backup 
を使用
した自動
スナップ
ショット 

時間 時間 SE、SE2、EEなし なし あり Medium

12
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(クロス
リージョ
ン)

ネイティ
ブでのト
ランザク
ション
ログバ 
ックアッ
プおよ
びレプリ
ケーショ
ン (SQL 
Server の
み)

5～15 分 分 SE と EE あり なし あり 高

AWS 
DMS

数秒から
数分

分 SE、SE2、EEあり なし あり 高

レプリカ
の昇格 
(リージョ
ン内)

0～5 分 分 EE のみ あり なし あり 低

AWS 
Backup 
を使用
した自動
スナップ
ショット 
(リージョ
ン内)

5 分 時間 SE、SE2、EEなし なし あり Medium

13
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レプリカ
の昇格 
(クロス
リージョ
ン)

0～15 分 分 EE のみ あり なし あり Medium

14
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よくある質問
このセクションでは、Amazon RDS for Oracle および Amazon RDS for SQL Server の標準エディ
ションに実装するディザスタリカバリについて、よくある質問への回答をご覧いただけます。

このガイドで説明されている DR ソリューションの適用対象は、標
準エディションのみですか?

標準エディションに用意されているオプションは、RTO および RPO 要件を満たしていれば、エン
タープライズエディションにも使用できます。

プライマリサイトのマルチ AZ フェイルオーバーが発生すると、ク
ロスリージョン自動バックアップレプリケーションは、どのように
動作しますか?

クロスリージョン自動バックアップレプリケーションは、プライマリサイトのマルチ AZ フェイル
オーバー後も、正常に機能します。手動による対応は不要です。

ネイティブのトランザクションログソリューションは、Amazon 
RDS for Oracle でも機能しますか?

Amazon RDS for Oracle では、アーカイブ済み REDO ログへのアクセスと、S3 バケットとの間のコ
ピーはサポートされていますが、これらのログを使用した手動復旧は行えません。したがって、この
ソリューションは、Amazon RDS for SQL Server にのみ適用されます。

Amazon RDS 商用 DB エンジンの標準エディションを使用してク
ロスリージョン DR セットアップでフェイルオーバープロセスを自
動化するには、どのようなオプションを利用できますか?

フェイルオーバープロセスを自動化するには AWS Lambda、多くの場合、Amazon 
CloudWatch、Amazon EventBridge、Amazon RDS APIs などの複数の AWS サービスを組み合わせ
る必要があります。これらのサービスを使用すると、事前定義済みの条件に基づいてフェイルオー

このガイドで説明されている DR ソリューションの適用対象は、標準エディションのみですか? 15
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バーアクションを開始でき、フェイルオーバープロセスを自動化して、ダウンタイムを最小化するこ
とも可能です。

どうすれば、Amazon RDS 商用 DB エンジンの標準エディション
を使用して、クロスリージョンの DR で、ほぼリアルタイムのレプ
リケーションを実現できますか?

ほぼリアルタイムのレプリケーションを実現するには、ネットワークレイテンシー、ワークロードの
複雑さ、選択したレプリケーションの仕組みといった要因を慎重に考察しなければなりません。など
のサービスを使用すると AWS DMS 、この目標を達成できます。

Amazon RDS 商用 DB エンジンの標準エディションでクロスリー
ジョン DR にサードパーティーのツールやサービスを使用する場
合、アーキテクチャ上の違いや制限はありますか?

サードパーティーのツールやサービスには、特定のアーキテクチャ要件または制限が設定されている
場合があります。実装前に、それらのドキュメントを確認し、Amazon RDS 商用 DB エンジンの標
準エディションとの互換性を確認することが重要です。

Amazon RDS 商用 DB エンジンの標準エディションにクロスリー
ジョン DR を実装する場合、ネットワーク接続については、どのよ
うな点を考慮すべきですか?

間のネットワーク接続 AWS リージョン は、クロスリージョン DR で重要な役割を果たします。 効
率的で信頼性の高いデータレプリケーションを実現するには、ネットワーク帯域幅、レイテンシー、
およびネットワークインフラストラクチャによって課される制限を評価することが重要です。

どうすれば、Amazon RDS 商用 DB エンジンの標準エディションを使用して、クロスリージョンの DR 
で、ほぼリアルタイムのレプリケーションを実現できますか?

16
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次のステップ
Amazon RDS for SQL Server または Amazon RDS for Oracle インスタンスにクロスリージョンディ
ザスタリカバリ (DR) ソリューションを実装する準備ができたら、次のステップの実行をお勧めしま
す。

1. ビジネスの重要度と継続性計画に基づいて、目標復旧時点 (RPO) と目標復旧時間 (RTO) を定義し
ます。

2. DR リージョンを選択します。

3. RTO、RPO、リージョンの各要件に適した DR ソリューションを選択します。

4. AWS 料金見積りツール を使用して、コスト要件を決定します。

5. ソリューションを実装し、フェイルオーバーのドリルを実行します。

17
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リソース
• Implement Amazon RDS for SQL Server Standard edition cross-Region disaster recovery using 

access to transaction log backups feature (ブログ記事)

• Managed disaster recovery with Amazon RDS for Oracle cross-Region automated backups – Part 1
(ブログ記事)

• Rethink Oracle Standard Edition Two on Amazon RDS for Oracle (ブログ記事)

• クロスリージョン自動バックアップ

• Disaster recovery on Amazon RDS for Oracle using AWS DMS (ブログ記事)

• RTO と RPO の要件に適したデータベースの選択 (ガイド)

• Architect a Managed Disaster Recovery on Amazon RDS for SQL Server: Part 2 (ブログ記事)

• Cross-Region disaster recovery of Amazon RDS for SQL Server (ブログ記事)
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

初版発行 — 2023 年 8 月 25 日

19

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/opensearch-service-migration/opensearch-service-migration.rss
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。

xx
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